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は
じ
め
に

杜
甫
「

兵
車
行」

に
お
け
る
「

耶
嬢
妻
子」

杜
甫
「

兵
車
行」
（
清 、
仇
兆
緊
『

杜
詩
詳
注』
巻
二、
中
華
書
局 、

一
九
七
九
年 。
以
下
『

詳
注』
と
略
称）
は 、
次
の
よ
う
に
始
ま
る 。

車
輯
輯 、
馬
蒲
薗

車
輯
輯 、
馬
繭
蒲

お
の
お
の

行
人
弓
箭
在
各
腰

行
人
の
弓
箭
各
腰
に
在
り

耶
娘
妻
子
走
相
送

耶
娘
妻
子
走
り
て
相
送
る

麿
埃
不
見
咸
陽
橋

塵
埃
に
見
え
ず

咸
陽
橋

さ
え
ぎ

牽
衣
頓
足
欄
道
哭

衣
を
牽
き
足
を
頓
し
道
を
欄
り
て
哭
す

お
か

哭
声
直
上
干
雲
雷

哭
声
直
上
し
雲
害
を
干
す

こ
れ
は
杜
甫
の
代
表
的
な
楽
府
詩
だ
が 、
四
旬
目
の
「

妻
子」
の

解
釈
は 、
従
来
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る 。

―
つ
は
松
浦
友
久
「

耶
娘
妻
子
走
相
送
ー

唐
詩
の
白
話
的
表
現
と

厭
戦
詩
の
発
想」 、
「

ふ
た
た
び
「

耶
娘
妻
子
走
相
送」
に
つ
い
て
ー

戦
争
詩
に
お
け
る
”

主
題“
と
”

素
材“
の
異
同
を
中
心
に」
（
共

に
『

詩
語
の
諸
相
ー

唐
詩
ノ
ー
ト』

研
文
出
版 、
一
九
八一
年
所
収 。

以
下
二
つ
の
論
文
を
ま
と
め
て
記
す
場
合
に
は
松
浦
論
文
と 、
区
別

し
て
示
す
場
合
に
は
前
者
を
松
浦
a 、
後
者
を
松
浦
b
と
記
す）
に

示
さ
れ
て
い
る
見
解
で 、
白
話
的
（
口
語
的）
な
「
つ
ま」
の
意
味

に
解
釈
す
る 、
と
い
う
も
の
で
あ
る 。
松
浦
論
文
は
そ
の
根
拠
と
し

て
次
の
三
点
を
挙
げ
る 。
①
「

耶
娘」
が
白
話
的・
俗
語
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
「

妻
子」
も
ま
た
白
話
的・
俗
語
的
な
「

妻」
の
意
で
あ

る
方
が
語
感
と
し
て
ま
と
ま
り
が
と
れ
る 。
②
杜
甫
の
詩
の
中
に

「
妻
子」
が
妻
を
意
味
す
る
用
例
が
あ
る 。
③
『

詩
経』
以
来 、
中

国
の
文
学
史
に
厭
戦
の
感
情
を
歌
う
作
品
が
多
い
が 、
そ
れ
ら
は

「
父
や
母
や
妻
が
若
い
兵
士
を
見
送
る」
と
い
う
情
景
設
定
の
作
だ

け
で
あ
り 、
「

子
供
が
父
親
を
送
る」
と
い
う
情
景
設
定
の
作
は
容

易
に
見
出
せ
な
い 。
松
浦
論
文
は
そ
の
論
拠
と
し
て
③
を
最
も
重
視

し
て
い
る 。

も
う―
つ
は 、
吉
川
幸
次
郎『
杜
甫
詩
注

第一
冊』
（
岩
波
書
店 、

大

橋

賢

に
つ
い
て
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二
0―
二
年）
に
み
え
る
説
で
あ
り 、
「

耶
娘」
が
父
と
母
と
い
う

二
つ
の
意
味
を
示
し
て
い
る
か
ら 、
「

妻
子」
も
同
じ
く
妻
と
子
の

二
つ
を
意
味
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る 。
結
論
と
し
て
は
「

妻
お
よ

び
子
で
あ
ろ
う 。
現
在
の
口
語
で
は
〔
妻
子〕
qi

 zi―一
字
で 、
つ

ま
を
意
味
し 、
ま
た
そ
の
例
は
唐
代
の
文
献
に
も
す
で
に
あ
る 。
こ

の
場
合
も
そ
れ
だ
と
主
張
す
る
説
が 、
近
ご
ろ
松
浦
友
久
氏
な
ど
に

あ
る
が 、
私
は
賛
成
し
な
い」
と
松
浦
論
文
を
否
定
す
る 。

松
浦
論
文
に
し
て
も 、
吉
川
注
に
し
て
も 、
杜
詩
に
み
え
る
全
て

の
「

妻
子」
の
語
を
検
討
し
た
上
で
結
論
に
到
っ
て
は
い
な
い 。
ま

た 、
松
浦
論
文
の
「

子
供
が
父
親
を
送
る」
と
い
う
情
景
設
定
の
詩

は
容
易
に
見
出
せ
な
い 、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
で
あ
る 。
そ
こ
で
本
稿
で
は
杜
詩
の
「

妻
子」
の
語
に
関

す
る
諸
問
題
を
再
考
し 、
あ
わ
せ
て
文
学
作
品
と
し
て 、
こ
の
語
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

ヽ
ま
ず 、
松
浦
論
文
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
「

子
供
が
父
親
を
送

る」
と
い
う
情
景
設
定
の
詩
は
容
易
に
見
い
だ
せ
な
い 、
と
い
う
点

に
つ
い
て
考
え
よ
う 。
『

詳
注』
は
「

兵
車
行」
の
妻
子
の
先
行
例

と
し
て
魏
の
文
帝
曹
王
「

見
挽
船
士
兄
弟
辞
別
（
船
を
挽
＜
士
の
兄

弟
の
辞
別
す
る
を
見
る）」

三
句
目
以
降
を
見
よ
う 。

舎
我
故
郷
客

我
が
故
郷
の
客
を
舎
て

ゅ

将
適
万
里
道

将
に
万
里
の
道
に
適
か
ん
と
す

妻
子
牽
衣
袂

妻
子

衣
袂
を
牽
き

ぬ
ぐ

ぬ

枚
涙
雷
懐
抱

涙
を
校
い
て
懐
抱
を
謡
ら
す

還
附
幼
童
子

還
た
幼
童
子
に
附
か
る
る
も

顧
托
兄
与
媛

兄
と
艘
と
に
顧
托
す

張
強•
田
金
霞
『

三
曹
詩
集』
八
三
頁
（
三
晋
出
版
社 、
二
0
0

八
年）
が
「

詩
抒
写
挽
船
士
兵
離
別
家
郷
時
的
悲
痛
（
こ
の
詩
は
船

を
ひ
く
兵
が
故
郷
か
ら
離
れ
る
際
の
悲
痛
な
思
い
を
表
し
て
い

る）」
と
い
う
解
題
を
付
し
て
い
る
よ
う
に 、
こ
れ
は
弟
が
従
軍
す

る
際
に
妻
と
子
供
を
兄
に
託
し
て
い
る
場
面
を
描
く
も
の
で
あ
る 。

松
浦
b
で
は 、
何
遜
「

見
征
人
分
別
（
征
人
の
分
別
す
る
を
見

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る）」
（『
全
梁
詩』
巻
九）
の
「

征
人
抜
剣
起 、
児
女
牽
衣
泣
（
征

人
は
剣
を
抜
い
て
起
ち 、
児
女
は
衣
を
牽
い
て
泣
く）」
と
い
う
旬

が 、
子
が
従
軍
す
る
父
を
送
る
先
例
と
見
な
し
得
る
と
い
う 、
某
氏

か
ら
の
松
浦
a
に
対
す
る
反
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ 、
こ
の

詩
の
末
尾
に
み
え
る
「

且
当
横
行
去 、
誰
論
裏
屍
入
（
且
く
当
に
横

か
え

行
し
去
る
べ
し 、
誰
か
論
ぜ
ん
屍
を
裏
み
て
入
ら
ん
こ
と
を）」
を

踏
ま
え 、
こ
れ
が
男
戦
詩
の
系
譜
上
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て 、

(

l
)
 

（
逮
欽
立
『

全
魏
詩』
巻
四）
を
引
く 。
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厭
戦
詩
と
し
て
の
杜
甫
「

兵
車
行」
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
と
説

明
し
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
の
曹
杢
の
詩
は 、
む
し
ろ
厭
戦
詩
の
系

譜
上
に
あ
る
点
で
松
浦
論
文
の
反
証
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る 。
厭

戦
詩
に
お
い
て
「

子
供
が
父
親
を
送
る」
と
い
う
情
景
設
定
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
は
確
か
だ
と
し
て
も 、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
傾
向
を

示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い 。
中
国
詩
史
の
系
譜
に
お
い
て
「

兵
車

行」
が
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら

ば 、
「

兵
車
行」
の
「

妻
子」
が
妻
と
子
を
意
味
し
て
い
た
と
し
て

も
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い 。
「

兵
車
行」
と
同
時
期
の
こ
と
を
記
し

た
も
の
と
し
て 、
『

資
治
通
鑑』
巻
ニ―
六 、
暦
紀 、
玄
宗
天
宝
＋

載
（
七
五一
）
が
あ
り 、
こ
こ
に
は 、

時
調
兵
既
多 、
国
忠
奏
先
取
高
勲 ゜
於
是
行
者
愁
怨 、
父
母
妻

子
送
之、
所
在
哭
声
振
野 。

時
に
兵
を
調
す
る
こ
と
既
に
多
く 、
国
忠

奏
し
て
先
ず
高
勲

あ
る
も
の
を
取
る 。
是
に
於
い
て
行
く

者
愁
い
怨
み 、
父
母
妻
子

之
を
送
り 、
所
在

哭
声

野
に
振
う 。

と
み
え
る 。
こ
の
「

父
母
妻
子」
は
出
征
兵
士
の
両
親
と
妻
と
子
供

を
指
す 。
松
浦
a
注
(
22)
は
こ
の
例
を
引
き 、
「

子
供
も
そ
れ
(
II

従
軍
す
る
父
の
こ
と）
を
送
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る 。
歴
史

書
と
詩
歌
の
記
述
の
態
度
の
異
同
と
し
て 、
特
に
興
味
深
い」
と
述

べ
る
が 、
子
供
が
従
軍
す
る
父
を
送
る
記
述
が
歴
史
書
に
あ
る
以
上 、

そ
れ
が
詩
に
反
映
さ
れ
る
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
に
は
繋

が
ら
な
い 。
ま
た
時
代
は
下
る
が 、
明 、
劉
漠
「

征
夫
詞」
（『
石
倉

歴
代
詩
選』
巻――――――
八）
に
は 、

征
夫
語
征
婦

征
夫

征
婦
に
語
る

死
生
不
可
知

死
生

知
る
べ
か
ら
ず

欲
慰
泉
下
魂

泉
下
の
魂
を
慰
め
ん
と
欲
せ
ば

但
視
撤
中
児

但
だ
視
よ

根
中
の
児

と
い
う
よ
う
に 、
若
い
兵
士
が
残
さ
れ
た
家
族
を
思
う
際
に
自
分
の

幼
子
を
気
遣
う
描
写
が
あ
る 。
こ
れ
は
従
軍
す
る
兵
士
に
も
子
供
が

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う 。

こ
れ
ら
は
子
供
が
父
を
見
送
る
場
面
が
描
か
れ
な
い
と
い
う
可
能

性
が
皆
無
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る 。
松
浦
a
は 、
『

詩
経』
か

ら
唐
末
ま
で
子
供
が
父
を
見
送
る
厭
戦
詩
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で 、
「

唐
代
に
お
け
る
著
名
か
つ
典
型
的
な
厭

戦
詩
と
し
て
の
「

兵
車
行」
の
み
が 、
こ
う
し
た
文
学
史
的
伝
統
の

ほ
と
ん
ど
唯一
の
例
外
で
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
は 、
は
な
は
だ
困

難
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
結
論
づ
け
る 。
し
か
し 、
こ

こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
事
柄
を
踏
ま
え
る
と 、
従
来
の
厭
戦
詩
に
子

供
が
父
を
見
送
る
詩
が
多
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て 、

「
兵
車
行」
の
「

妻
子」
も
ま
た
妻
を
意
味
す
る
と
判
断
す
る
松
浦

論
文
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し
い
と
思
う 。
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次
に 、
視
点
を
変
え
て
杜
詩
に
お
け
る
全
て
の
「

妻
子」
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
で 、
こ
の
語
句
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
か 、
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
確
か
め
て
み
た
い 。
杜
詩
に
お
け
る

「
妻
子」
は 、
「

兵
車
行」
を
除
く
と
全
部
で一
四
例
あ
り 、
そ
の
う

ち
明
ら
か
に
妻
と
子
を
指
す
も
の
は一
0
例
あ
る
（
用
例
数
は
『

杜

詩
引
得』
上
海
古
籍
出
版
社 、
一
九
八
五
年
に
よ
る） 。
例
え
ば「
述

懐」
（『
詳
注』
巻
五）
に
は 、

去
年
滝
関
破

去
年

滝
関
破
れ
て
よ
り

、
、妻

子
隔
絶
久

妻
子

隔
絶
す
る
こ
と
久
し

と
み
え
る
（
傍
点
筆
者。
以
下
同
じ） 。
『

詳
注』
に
よ
れ
ば 、
こ
の

詩
は
至
徳
二
載
（
七
五
七）
夏
の
作
で
あ
る 。
こ
の
「

妻
子」
は 、

鄭
州
に
疎
開
さ
せ
て
い
た
家
族
を
思
い
や
る
こ
と
を
詠
じ
る
中
で
用

い
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
「

得
家
書
（
家
書
を
得）」

に
は 、
「

熊
児
幸
無
恙 、
額
子
最
憐
渠
（
熊
児

幸
に
恙
無
く 、
醸

子

最
も
渠
を
憐
む）」
と
あ
り 、
こ
こ
に
み
え
る
「

熊
児」
と
「

醸

子」
は
杜
甫
の
子
の
幼
名
を
指
す
だ
ろ
う
か
ら 、
「

述
懐」
の
「

妻

子」
は
妻
と
子
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る 。

こ
の
よ
う
な 、
杜
甫
自
身
の
家
族
を
示
す
「

妻
子」
は 、
こ
の
他

(2)
 

に
八
例
あ
る 。
ま
た 、
杜
甫
以
外
の
家
族
を
示
す
例
と
し
て
は 、
「

過

汝
去
り
て
妻
子
を
迎
え

故
附
斯
校
書
荘一一
首
（
故
射
斯
校
書
の
荘
を
過
る
二
首）
．

其一
」

（『
詳
注』
巻一
四）
が
あ
る 。

、
、妻

子
寄
他
食

妻
子

他
食
に
寄
る

園
林
非
昔
遊

園
林

昔
遊
に
非
ず

こ
の
詩
は
生
前
交
流
の
あ
っ
た
斜
斯
融
を
偲
ん
で
作
っ
た
も
の
で

あ
り 、
こ
こ
で
の
「

妻
子」
は
斜
斯
融
の
遺
族
を
指
す
か
ら 、
そ
の

家
族
で
あ
る
妻
と
子
を
意
味
し
よ
う 。

、
、

な
お
杜
詩
に
は
「
自
闘
州
領
妻
子
郁
赴
蜀
山
行
三
首
（
閾
州
よ
り

妻
子
を
領
し
郁
て
蜀
に
赴
く
と
き
山
行
す
三
首）」
（『
詳
注』
巻一

三）
の
よ
う
に
詩
題
に
「

妻
子」
を
含
む
も
の
が
あ
る 。
成
都
に
向

か
う
詩
の
「

妻
子」
で
あ
る
か
ら 、
こ
れ
は
共
に
連
れ
て
歩
い
た
杜

甫
の
妻
と
子
と
解
釈
で
き
る 。

ま
た 、
「

妻
子」
の
他
に
妻
と
子
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
「

妻

児」
が
あ
り 、
「

別
李
秘
曹
始
興
寺
所
居
（
李
秘
曹
の
始
興
寺
の
所

、
、

居
に
別
る）」
（『
詳
注』
巻一
九）
に
「

妻
児
待
米
且
帰
去 、
他
日

杖
禁
来
細
聴
（
妻
児

米
を
待
ち
て
且
つ
帰
り
去
ら
ん 、
他
日

黎

を
杖
い
て
来
り
て
細
か
に
聴
か
ん）」
と
み
え
る
こ
と
を
付
言
し
て

お
く 。

一
方 、
妻
だ
け
を
指
す
例
は 、
松
浦
a
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

二
例
あ
る 。、

、

汝
去
迎
妻
子
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お
も

高
秋
念
郁
回

高
秋

郁
回
せ
ん
こ
と
を
念
う

（
①
「

舎
弟
観
帰
藍
田
迎
新
婦
送
示一
一
首
·

其一
」
（『
詳
注』

巻

一
九）

、
、

汝
迎
妻
子
達
荊
州

汝
妻
子
を
迎
え
て
荊
州
に
達
す
と

消
息
真
伝
解
我
憂

消
息
真
に
伝
り
我
が
憂
い
を
解
く

（
②
「

舎
弟
観
赴
藍
田
取
妻
子
到
江
陵
喜
寄
三
首
・

其一
」
『

詳

注』

巻
ニ
―
)

い
ず
れ
も
弟
の
杜
観
に
あ
て
た
詩
で
あ
る。

前
者
は
妻
を
め
と
り

に
藍
田
県
に
行
く
の
を
見
送
る
際
に
作
っ
て
示
し
た
詩
で
あ
り、

後

者
は
弟
が
藍
田
県
に
い
っ
て
妻
を
め
と
り
江
陵
に
到
着
し
た
こ
と
を

聞
い
て、

杜
甫
が
寄
せ
た
詩
で
あ
る。

ま
た、

こ
の
他
の
例
と
し
て

松
浦
a
は
「

新
婚
別」
（『
詳
注』

巻
七）

を
引
用
し
て
い
る。

、
、

結
屍
為
妻
子

結
髪
し
て
妻
子
と
為
り

席
不
暖
君
床

席

君
の
床
を
暖
め
ず

た
だ、

こ
れ
に
は
「

奨
作
子
妻」
（
錢
謙
益
『

銭
注
杜
詩』

巻
二、

上
海
古
籍
出
版
社、

一
九
五
八
年）

と
い
う
校
記
が
あ
り、

こ
れ
を

証
左
と
す
る
に
は
問
題
が
残
る。

こ
の
よ
う
に
杜
詩
に
お
け
る
「

妻
子」
の
用
例
は、

妻
と
子
と
い

う
意
味
で
用
い
る
場
合
が
多
く
を
占
め
る。

各
例
を
検
討
し
て
気
が

つ
く
こ
と
は、

妻
と
子
を
表
す
場
合
は、
「

過
故
僻
斯
校
書
荘
二

首」

の
「

妻
子」

が
斜
斯
融
の
妻
と
子
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
除
き、

他
は
杜
甫
の
そ
れ
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

対
す
る
「

妻」

に
つ
い
て
は、
「

新
婚
別」

を
含
め
た
と
し
て
も
三
例
に
止
ま
る。

弟 、

杜
観
に
あ
て
た
二
首
は
共
に
杜
観
の
妻
を
指
し、
「

新
婚
別」

は
出
征
す
る
兵
士
の
妻
を
指
す。

用
例
数
か
ら
い
え
ば、

杜
詩
の

「
妻
子」

は
妻
と
子
を
指
す
こ
と
も
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
る。

ま

た
杜
詩
の
「

妻
子」
は
あ
る
特
定
の
人
物
の
妻
と
子、

あ
る
い
は
妻

を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た。

「
兵
車
行」

の
「

妻
子」

に
つ
い
て
は、

三
旬
目
の
「

行
人
弓
箭

在
各
腰」

と
い
う
表
現
か
ら、

兵
士
が
複
数
い
る
の
は
明
白
で
あ
る。

か
か
る
点
に
お
い
て、
「

兵
車
行」

の
「

妻
子」

は、

不
特
定
多
数

の
者
を
表
し
て
い
る
と
い
う
点
で、

他
の
例
と
異
な
る。

加
え
て
杜

詩
の
「

妻
子」
が、

あ
る
特
定
の
人
物
の
妻 、

あ
る
い
は
妻
と
子
を

示
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と、
「

兵
車
行」

は
そ
れ
ら
か
ら
も

は
ず
れ
て
い
る
特
殊
な
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

松
浦
論
文
は、
「

兵
車
行」

で
は
「

耶
娘」

と
「

妻
子」
が
対
比

さ
れ
る
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
お
り、

か
つ
「

耶
娘」

が
白
話
的
・

俗

語
的
で
あ
る
こ
と
か
ら、
「

妻
子」

も
白
話
的
・

俗
語
的
な
意
味
で

あ
る
妻
の
意
で
あ
る
ほ
う
が、

文
語
的
・

伝
統
的
な
「

妻
と
子」

で

あ
る
よ
り
も
語
感
と
し
て
ま
と
ま
り
が
と
れ
る
と
指
摘
す
る。

確
か

( 100) 



に
杜
詩
に
は
白
話・
俗
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
し 、
ま
た
そ
の
こ
と

(

3
)
 

が
杜
詩
の
魅
力
の一
端
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
た
だ 、
妻

を
意
味
し
得
る
「

妻
子」
に
つ
い
て
は 、
こ
れ
を
白
話
的・
俗
語
的

表
現
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

松
浦
a
の
注
(
4)
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「

妻
子」
自
体
は

す
で
に
『

詩
経』
小
雅
「

常
椋」
に 、

、
、妻

子
好
合

妻
子
好
合
し

如
鼓
痣
琴

痣
琴
を
鼓
す
る
が
如
し

ヽ
ヽ

ぁ

兄
弟
既
貪

兄
弟

既
に
貪
い

た
の

利
楽
且
湛

和
楽
し
且
つ
湛
し
む

と
み
え
て
い
る 。
松
浦
a
は
「
同
じ
詩
の
次
の
章
に
「

宜
爾
室
家 、

楽
爾
妻
努」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
も 、
妻
と
子
を
含
む
用
例
と
見

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う」
と
述
べ 、
こ
れ
は
妻
と
子
を
意
味
す
る

「
妻
子」
で
あ
っ
て 、
白
話
的・
俗
語
的
で
は
な
い
と
判
断
す
る 。

な
お
「

努」
は 、
毛
伝
に
「

子
也」
と
あ
る
よ
う
に
子
供
を
意
味
す

る 。
確
か
に
こ
の
「

妻
子」
は
「

兄
弟」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
か
ら 、

妻
と
子
を
意
味
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う 。
た
だ 、
例
え
ば
李
連
祥

『
眉
詩
常
用
語
詞』
（
百
花
文
芸
出
版
社 、
二
0
0
九
年）
で
は 、
②

の
意
味
と
し
て
「

単
指
妻
子一
人、
其
中
子
為
助
詞 。
這
種
用
法
雖

不
普
遍、
但
説
明
今
日
称
妻
為
妻
子
是
有
其
淵
源
的
（
単
に
妻一
人

だ
け
を
指
し 、
子
は
助
詞
で
あ
る 。
こ
の
種
の
用
法
は一
般
的
で
は

前
掲 、
吉
川
注
の
指
摘
の
通
り 、

四

な
い
が 、
今
日
妻
を
妻
子
と
称
す
る
こ
と
の
淵
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
立
証
し
て
い
る）」
と
し 、
「

常
椋」
と
杜
甫
「

新
婚
別」
を
引

く 。
ま
た 、
清
原
宣
賢
講
述
『

毛
詩
抄』
口
二
八
三
頁
（
岩
波
書
店 、

一
九
九
六
年）
が
「

王
の
燕
礼
の
時
は 、
后
も
女
房
衆
は
女
房
衆
と

熊
せ
ら
る
ヽ
ぞ」
と
述
べ
て
お
り 、
宴
会
に
出
て
い
る
者
で
あ
る

「
妻
子」
を
「

女
房
衆」
と
言
い
換
え
て
い
る 。
こ
の
よ
う
に
「

妻

子」
を
妻
と
解
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い 。
解

釈
者
に
よ
っ
て
こ
の
「

妻
子」
が
妻
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
以
上 、
妻
と
子
と
解
釈
す
る
の
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も 、

従
来 、
解
釈
に
ゆ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る 。

「
耶
娘」
が
白
話
的・
俗
語
的
表
現
と
判
断
で
き
る
の
は 、
こ
の

語
に
対
す
る
文
語
的・
伝
統
的
表
現
で
あ
る
「

父
母」
と
い
う
表
現

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が 、
「

妻
子」
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
も
の
が

な
さ
そ
う
で
あ
る 。
ま
た
字
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
文
脈
か
ら

妻
と
子
か 、
あ
る
い
は
妻
か
を
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
ず 、
こ
の
こ

と
が
解
釈
を
特
定
す
る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
る 。
以
上
の
こ
と
か

ら 、
「

兵
車
行」
の
「

妻
子」
に
つ
い
て
は 、
文
語
か
白
話
か
を
特

定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う 。

「
兵
車
行」
に
お
い
て「
耶
娘」
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と
「

妻
子」

と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と、
「

妻
子」

が
妻
と

子
を
意
味
し
な
け
れ
ば、

意
味
上
の
対
比
構
造
が
崩
れ
て
し
ま
う。

ま
た「
妻
子」

が
妻
を
指
す
と
す
れ
ば、
「

耶
娘
妻
子」

は、

父 、

母 、

妻
の
三
者
を
意
味
し、

兵
卒
を
送
別
す
る
家
族
が、

こ
の
三
者
に
限

ら
れ
る
こ
と
と
な
る。

杜
詩
に
お
い
て
は、
「

耶
娘
妻
子」

の
よ
う
に
「

妻
子」

を
含
む

ニ
語
が
続
け
て
用
い
ら
れ
る
例
は
他
に
は
な
い。

た
だ、

例
え
ば
本

稿
の
注
(
2)

に
示
し
た
「

三
絶
旬
・

其
一」

に
み
え
る
「

群
盗
相

、
、

、
、

随
劇
虎
狼 、

食
人
更
肯
留
妻
子」

の
よ
う
に、
「

虎
狼」

と「
妻
子」

と
が
対
比
さ
れ、

上
の
旬
が
虎
と
狼
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

「
妻
子」
が
妻
と
子
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
例
が
あ
る。

こ
の
よ
う
な
例
は、

先
に
挙
げ
た
『

詩
経』

の
「

常
様」
も
そ
う
で

あ
る。

同
様
の
例
は、

王
緊
「

詠
史
詩」
（『
全
魏
詩』

巻
二）

に
も

み
え、

こ
こ
で
は
「

兄
弟」

と
対
比
さ
れ
て
い
る。

、
、

妻
子
当
門
泣

妻
子

門
に
当
り
て
泣
き

、
、

兄
弟
哭
路
垂

兄
弟

路
に
哭
し
て
垂
る

李
善
注
（『
文
選』

巻――
-
)

に
よ
れ
ば、

こ
れ
は
秦
の
穆
公
が

子
車
氏
の
三
子、

奄
息 、

仲
行、

鍼
虎
を
殉
死
さ
せ
た
こ
と
を
詠
じ

た
詩
で、

こ
こ
で
は
そ
の
三
人
の
妻
と
子、

及
び
兄
弟
が
そ
の
死
を

悼
ん
で
い
る
こ
と
を
描
く。

唐
代
の
例
と
し
て
は
初
唐、

宋
之
問
「

早
発
大
庚
嶺
（
早
に
大
庚

嶺
を
発
す）」
（『
全
唐
詩』

巻
五
一）

に
同
様
の
対
比
が
み
え
る。

、
、

兄
弟
遠
浦
居

兄
弟

涌
居
遠
く

、
、

妻
子
成
異
域

妻
子

異
域
と
成
る

詩
題
の
「

大
庭
嶺」

は
五
嶺
の―
つ
で、

江
西
省
と
広
東
省
の
境

に
位
饂
す
る。
「

愉
居」

は
未
詳
だ
が、

左
遷
先
の
粗
末
な
住
居
と

解
し
て
お
く。

陶
敏
・

易
淑
遵
『

沈
栓
期
宋
之
問
集
校
注』

四
二
九

頁
（
中
華
書
局 ‘
―1
0
0
一
年）

に
よ
れ
ば、

こ
の
詩
は
宋
之
問
が

左
遷
先
の
瀧
州
に
向
か
う
と
き
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る。

こ
こ
で
は

都
の
「

兄
弟」

と、

そ
こ
か
ら
離
れ
た
異
域
に
い
る
「

妻
子」

と
が

対
比
さ
れ
て
い
る。

盛
唐、

高
適
「

哭
単
父
梁
九
少
府
（
単
父
梁
九
少
府
を
哭
す）」

（『
全
唐
詩』

巻
ニ―
―-）

に
は
「

弟
兄」

と
の
対
比
が
み
え
る。

、
、

妻
子
在
遠
道

妻
子

遠
道
に
在
り

弟
兄
無
一
人

弟
兄

一
人
無
し

劉
開
揚
『

高
適
詩
編
年
箋
注』

八
七
頁
（
中
華
書
局 、

一
九
八
一

年）

に
よ
れ
ば、

こ
の
詩
は
単
父
県
尉
の
梁
治
が
若
死
に
し
た
こ
と

を
悼
ん
だ
も
の
で、

一
家
の
長
を
亡
く
し
た
梁
治
の
遺
族
が
孤
立
し

て
い
る
こ
と
が、
「

妻
子」
「

弟
兄」

を
対
比
す
る
こ
と
を
通
し
て
表

現
さ
れ
て
い
る。

杜
甫
よ
り
時
代
が
下
る
例
で
あ
ろ
う
が、

寒
山「
我
見
世
間
人（
我

世
聞
の
人
を
見
る）」
（
項
楚
『

寒
山
詩
注』

中
華
書
局 、

二
0
0
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0
年）

に
は、、

、

箇
箇
惜
妻
児

箇
箇
妻
児
を
惜
し
み

、
、

爺
嬢
不
供
養

爺
嬢
を
供
養
せ
ず

と
い
う
形
で、
「

妻
児」

と
「

爺
嬢」

と
が
対
比
さ
れ
て
い
る。

散
文
の
例
と
し
て
は、
『

列
子』

巻
四、

仲
尼
に、
「

固
不
可
事
国

、
、

、
、

君、

交
親
友 、

御
妻
子、

制
僕
隷
（
固
よ
り
国
君
に
事
え、

親
友
に

交
わ
り、

妻
子
を
御
し、

僕
隷
を
制
す
べ
か
ら
ず）」

と
あ
り、

ま

た
魏 、

曹
植
「

求
通
親
親
表
（
親
親
を
通
ぜ
ん
こ
と
を
求
む
る
表）」

、
、

、
、

（『
文
選』

巻
三
七）

に
も
「

左
右
惟
僕
隷 、

所
対
惟
妻
子
（
左
右
は

惟
だ
僕
隷
の
み、

対
す
る
所
は
惟
だ
妻
子
の
み）」

と
あ
る。

こ
れ

ら
で
は「
妻
子」

が「
僕
隷」

と
対
比
さ
れ
て
い
る。
「

僕」

も「
隷」

も
共
に
召
使
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら、
「

妻
子」

も
そ
れ
ぞ
れ

意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で、

こ
れ
ら
は
妻
と
子
を
意
味
す
る

と
考
え
ら
れ
よ
う。

ま
た、

前
漢 、

司
馬
遷
「

報
任
少
卿
書
（
任
少

卿
に
報
ず
る
書）」
（『
文
選』

巻
四
一）

に
は、
「

夫
人
情
莫
不
貪
生

、
、

、
ヽ

にく

悪
死 、

念
父
母 、

順
妻
子
（
夫
れ
人
情

生
を
貪
り
死
を
悪
み、

父

母
を
念
い、

妻
子
を
顧
み
ざ
る
は
莫
し）」

と
あ
る。

こ
の
例
で
は

「
父
母」

と
「

妻
子」

と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お

き
た
い。

無
論、

例
え
ば
玩
籍
「

詠
懐
詩
十
七
首
・

其―――」
(『
文
選』

巻
二

三）

に、

一
身
不
自
保

一
身
す
ら
自
ら
保
た
ず

何
況
恋
妻
子

何
ぞ
況
や
妻
子
を
恋
わ
ん
や

と
あ
る
よ
う
に、

常
に
「

妻
子」

が
何
か
と
対
比
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い。

た
だ、

先
に
示
し
た
例
の
よ
う
に、
「

妻
子」

は
何
ら

か
の
語
旬
と
対
比
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら、

「
耶
娘」

と
「

妻
子」

も
ま
た、

父
と
母 、

妻
と
子
を
意
味
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る。

ま
た、

先
に
引
用
し
た『
資
治
通
鑑』
に
も
あ
っ
た
よ
う
に、
「

耶

娘
妻
子」
で
は
な
く、
「

父
母
妻
子」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
も

、
、
、
、

の
と
し
て、
「

部
幣
与
長
魚
矯
争
田 、

執
而
桔
之、

与
其
父
母
妻
子

同一
頼
（
部
隈

長
魚
矯
と
田
を
争
い、

執
え
て
之
を
桔
し、

其
の

父
母
妻
子
と
同
じ
く
一
轍
に
す）」
（『
左
伝』

成
公
十
七
年
伝）

が

あ
り、

こ
の
語
が
先
秦
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る。

杜
甫
以
前
の
詩
に
は
「

父
母
妻
子」
と
い
う
例
は
無
い
よ
う

(

4
)
 

だ
が、
「

耶
娘
妻
子」

に
つ
い
て
も、
「

妻
子」
が
「

兄
弟」

な
ど
と

対
比
的
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら、

各
々
独
立
し
た
意

味
を
持
つ
と
見
な
す
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う。

「
兵
車
行」

の
「

妻
子」

は
「

耶
娘
妻
子」
と
い
う
形
で、

四
字

で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る。

先
の
検

五
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討
か
ら、
「

耶
娘
妻
子」
と
い
う
形
は
従
来
の
中
国
古
典
詩
で
は
特

殊
な
例
と
考
え
ら
れ
よ
う。
た
だ、

四
字
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
形
自
体
は、

成
語
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、
む

し
ろ
一
般
的
と
思
わ
れ
る。

温
端
政
著
／
高
橋
均
・

高
橋
由
利
子
編
訳
『

諺
語
の
は
な
し

1

中
国
の
こ
と
わ
ざ』
一
一
頁
（
光
生
館、
一
九
九
一
年）
は、

成
語

に
広
義
と
狭
義
の
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
と
述
べ、

狭
義
の
成
語
を

「
お
も
に
書
面
語
に
由
来
す
る
も
の
を
い
う。
そ
れ
は
だ
い
た
い
四

字
ま
た
は
四
字
ず
つ一
一
旬
の
対
旬
で
構
成
さ
れ
て
い
る」
と
し、

例

と
し
て
「

青
出
於
藍」
「

守
株
待
免」
を
あ
げ
て
い
る。

こ
う
し
た
四
字
か
ら
成
る
成
語
は、

表
面
的
な
意
味
と
は
異
な
る

意
味
を
も
合
わ
せ
持
つ。
「

青
出
於
藍」
で
あ
れ
ば、

青
色
は
材
料

と
な
っ
た
藍
よ
り
も
よ
り
青
い
と
い
う
の
が
表
面
的
な
意
味
で
あ
る

が、

弟
子
が
師
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る。
「

切
磋

琢
磨」
も
ま
た、
玉
や
石
を
み
が
く
こ
と
が
表
面
的
な
意
味
で
あ
る

が、
学
問
に
励
み、

人
格
を
み
が
く
と
い
う
意
味
を
暗
示
す
る。
文

法
的
に
は
「

青
出
於
藍」
は
主
語
＋
述
語
＋
補
語
と
い
う
形
な
っ
て

お
り、
「

切
磋
琢
磨」
は
動
詞
が
連
続
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら、

両
者
に
は
構
造
的
な
違
い
が
あ
る
が、

四
字
11
四
音
節
か
ら

な
る
こ
と、

ま
た
表
面
的
な
意
味
と
は
異
な
る
別
な
意
味
を
持
つ
と

い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る。

「
耶
娘
妻
子」
は
成
語
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も、

四
音
節
か

ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
成
語
と
共
通
す
る。

ま
た、
「

耶
娘

妻
子」
が
一
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で、

単
に
父 、

母、

妻 、

子
を

意
昧
す
る
の
で
は
な
く、

出
征
す
る
兵
士
を
見
送
る
家
族
全
体
を
意

味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う。

杜
詩
の
中
に
は
成
語
で
は
な
い
が、
こ
の
よ
う
な
四
字
か
ら
成
る

語
旬
が、

表
面
的
な
意
味
と
は
異
な
る
意
味
合
い
を
示
し
て
い
る
も

の
が
ほ
か
に
あ
る。

例
え
ば
「

追
酬
故
高
蜀
州
人
日
見
寄
（
故
高
蜀

州
の
人
日
に
寄
せ
ら
る
る
に
追
酬
す）
」

（『
詳
注』
巻
二
三）
に、

、
、
、
、

東
西
南
北
更
誰
論

東
西
南
北

更
に
誰
か
論
ぜ
ん

白
首
扁
舟
病
独
存

白
首
扁
舟

病
み
て
独
り
存
す

と
あ
る。
こ
れ
は
高
適
が
生
前
に
寄
せ
た
「

人
日
寄
杜
二
拾
遺
（
人

日

杜
二
拾
遺
に
寄
す）
」

（『
全
唐
詩』
巻―
二
三）
に、

高
適
の

(

5
)
 

死
後、

杜
甫
が
和
し
た
も
の
で
あ
る。

高
適
の
詩
の
末
旬
に
は
「

愧

爾
東
西
南
北
人（
愧
ず

爾

東
西
南
北
の
人
に）
」

と
見
え
て
お
り、

杜
甫
は
こ
の
部
分
を
意
識
し
て
こ
の
一
聯
を
よ
ん
で
い
る。
こ
れ
ら

に
み
え
る
「

東
西
南
北」
は、

孔
子
が
自
分
の
こ
と
を
「

東
西
南
北

人」
と
評
し
た
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
（『
礼
記』
檀
弓
上） 。

こ
れ
は
東
西
と
南
北
と
が
対
比
さ
れ
た
語
旬
で
あ
る
が、

二
語
が
合

わ
さ
っ
て
全
国
各
地
と
い
う
意
味
を
も
合
わ
せ
持
つ。
こ
の
よ
う
な

例
と
し
て
は、
「

蘇
端
辞
復
筵
簡
辞
華
酔
歌
（
蘇
端
滓
復
の
筵
に
て
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膵
華
に
簡
す
る
酔
歌）」
（『
詳
注』
巻
四）
に
み
え
る「
何
劉
沈
謝」

も
該
当
し
よ
う 。

つ
く

近
来
海
内
為
長
旬

近
来
海
内

長
旬
を
為
る

汝
与
山
東
李
白
好

汝
と
山
東
の
李
白
と
好
し

、
、
、
、

何
劉
沈
謝
力
未
工

何
劉
沈
謝

力
未
だ
エ
み
な
ら
ず

オ
兼
飽
照
愁
絶
倒

才

飽
照
を
兼
ぬ

絶
倒
せ
ん
こ
と
を
愁
う

仇
注
に
よ
れ
ば
「

何」
は
何
遜 、
「

劉」
は
劉
孝
綽 、
「

沈」
は
沈

約 、
「

謝」
は
謝
眺
を
指
す 。
書
簡
を
あ
て
た
辞
華
の
文
オ
は
李
白

と
肩
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く 、
こ
れ
ら
四
人
も
倖
華
の
詩
に
匹
敵
す

る
力
が
な
い
と一
蹴
す
る 。
こ
こ
で
は 、
具
体
的
に
比
定
で
き
る
詩

人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
四
人
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と

で 、
六
朝
期
を
代
表
す
る
文
人
た
ち
の
総
称
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る 。

「
耶
娘
妻
子」
が
父 、
母 、
妻
の
意
味
し
か
も
た
な
い
と
し
て
も 、

家
族
全
体
を
意
味
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が 、
語
旬
の
構
造
を

踏
ま
え
る
と 、
子
供
の
意
味
を
も
た
な
い
と
み
な
す
の
は
不
自
然
な

よ
う
に
思
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
「

妻
子」
が
妻
だ
け

を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
は
や
は
り
妥
当
性
を
欠
く
と
い
え

よ
う 。

従
来
の
「

耶
娘
妻
子」
の
解
釈
を
概
観
し
て
み
る
と 、
松
浦
論
文

を
支
持
し 、
「

父
母
や
妻
が
追
い
す
が
る
よ
う
に
し
て
見
送
る」
（
横

山
伊
勢
雄
『
中
国
古
典
詩
緊
花

政
治
と
戦
乱』
小
学
館 、
一
九
八

四
年）
と
訳
し
て
い
る
も
の
が
あ
る一
方
で 、
「

父 、
母 、
妻 、

子」
と
訳
し
て
い
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
日
本
語
訳
だ
け
で
は
な
く 、
い
く
つ
か
の
英
訳
や
現
代
中
国
語

(

7
)
 

訳
に
も
共
通
し
て
い
る 。
こ
の
う
ち 、
坂
口
三
樹
「

古
来
白
骨
人
の

収
む
る
無
し

杜
甫
「

兵
車
行」」
（『
し
に
か』
六
月
号 、
大
修
館

書
店 、
―1
0
01―一
年）
は
（
傍
点
筆
者） 、

105

つ
い
で 、
そ
の
中
を
進
む
「

行
人」
（
出
征
兵
士）
の一
段
と 、

、
、

そ
れ
を
見
送
る
家
族
た
ち
の
姿
が
描
写
さ
れ
る 。
（
中
略）
恐
ら

く
は
西
方
の
国
境
に
送
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
兵
士
た
ち
を 、
家
族
は

何
と
か
引
き
留
め
よ
う
と
す
る 。

と
い
う
よ
う
に
「

耶
娘
妻
子」
を
「

家
族」
と
解
し
て
い
る 。
先
に

検
討
し
た
よ
う
に 、
こ
の
「

耶
娘
妻
子」
は
四
字
で一
語
と
な
っ
て

お
り 、
転
じ
て
家
族
全
体
を
意
味
す
る
よ
う
な
成
語
的
性
格
を
帯
び

た
語
旬
な
の
で
あ
っ
て 、
恐
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
か

ら
こ
そ 、
「

父 、
母 、
妻 、
子」
と
解
釈
す
る
の
が一
般
的
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。

ま
と
め



「
耶
娘
妻
子」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「

兵
車
行」

の
冒
頭
の

兵
士
を
見
送
る
場
面
で
あ
っ
た。

松
浦
論
文
の
言
う
よ
う
に、

彼
ら

を
見
送
る
家
族
の
中
に
子
供
が
い
な
い
と
な
る
と、

跡
継
ぎ
が
い
な

い
ま
ま
出
征
す
る
こ
と
に
な
り、

そ
の
こ
と
が
更
に
従
軍
の
悲
劇
性

を
増
す
こ
と
に
も
な
ろ
う。

た
だ
幼
子
を
残
し
て
従
軍
す
る
こ
と
も、

先
に
あ
げ
た
劉
漠
「

征
夫
詞」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、

跡
継
ぎ
が

成
長
す
る
の
を
見
届
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら、

従
軍
の

悲
劇
性
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い。

川
合
康
三
『

杜
甫』

六
八
頁
（
岩
波
書
店 、
一―
01
―
一
年）

で
は、

漢
代
以
降
の
従
軍
兵
を
見
送
る
詩
で
は、

兵
士
と
兵
士
を
見
送
る
妻

の
悲
哀
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
が、

逆
に
「

兵
車
行」
で
は
同
居

す
る
家
族
全
体
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
で
て
く
る
こ
と
が
珍
し
い
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で、

行
役
の
悲
哀
は
兵
士、

あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い、

の
こ
さ
れ
た
妻

を
含
め
て
う
た
う
の
が
類
型
で
あ
っ
た
の
か
ら
脱
し
て、

家
族
全

体
の
悲
哀
と
い
う
新
た
な
か
た
ち
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る。

と
述
べ
て
い
る。

か
か
る
意
味
に
お
い
て
も、
「

耶
娘
妻
子」
は
父 、

母 、

妻 、

子
11

家
族
全
体
と
解
す
る
方
が、
「

兵
車
行」

に
お
け
る

杜
甫
の
新
た
な
工
夫
が、

よ
り
鮮
明
に
浮
き
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ

れ
る。ま

た、

松
浦
論
文
の
指
摘
通
り、

子
供
が
父
を
見
送
る
詩
が
一
般

的
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と、
「

兵
車
行」

は
子
供
を
含
め
家

族
全
体
で
見
送
る
と
い
う
点
に
お
い
て、

従
来
の
常
套
的
表
現
か
ら

逸
脱
す
る
と
認
め
ら
れ
る。

こ
の
こ
と
は
逆
に
「

兵
車
行」

の
新
た

な
楽
府
と
し
て
の
魅
力
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

周
知
の
通
り
「

兵
車
行」

は、

宋 、

郭
茂
俯
『

楽
府
詩
集』

巻
九

一、

新
楽
府
辞
に
見
え
る
よ
う
に
伝
統
的
な
楽
府
題
に
よ
る
も
の
で

は
な
く、

杜
甫
の
創
作
し
た
新
し
い
楽
府
題
で
あ
っ
た。

前
掲
吉
川

『
杜
甫
詩
注』
―
―1
0
頁
に
よ
れ
ば、

唐
代
の
戦
争
の
主
力
は
騎
兵

で
あ
っ
て
兵
車
に
よ
る
戦
が
稀
だ
っ
た
の
に、

房
朗
が
安
禄
山
軍
に

敗
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
兵
車
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う。

つ
ま
り
「

兵
車
行」

と
い
う
詩
題
に
は、

漢
代
以
来
の
楽
府
の
伝
統

を
継
承
し
な
が
ら
も、

そ
の
枠
組
み
に
は
収
ま
り
切
ら
な
い、

唐
と

い
う
時
代
そ
の
も
の
を
歌
お
う
と
い
う
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る。

中
唐
の
元
棋
は
「

楽
府
古
題
序」
（『
元
棋
集』

巻
二
三、

中
華
書

局 、

一
九
八
二
年）

に
お
い
て、

従
来
の
楽
府
に
言
及
し
つ
つ、

唐

代
に
お
い
て
は
「

兵
車
行」

を
含
め
た
杜
甫
の
楽
府
を
と
り
あ
げ、

次
の
よ
う
に
述
べ
る。

近
代
唯
詩
人
杜
甫
悲
陳
陶 、

哀
江
頭 、

兵
車 、

麗
人
等、

凡
所

、
、
、
、

歌
行、

率
皆
即
事
名
篇、

無
復
俺
傍 。

予
少
時
与
友
人
楽
天、

李

公
垂
輩 、

謂
是
為
当、

遂
不
復
擬
賦
古
題。
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注
(
l)
『

先
秦
漠
魏
晋
南
北
朝
詩』

中
華
書
局 、

近
代
は
唯
だ
詩
人
杜
甫
の
み
は
「

悲
陳
陶」 、
「

哀
江
頭」 、

車」 、
「

麗
人」

等 、

凡
そ
歌
行
と
す
る
所 、

率
ね
皆
事
に
即
し
て

篇
に
名
づ
け、

復
た
椅
傍
す
る
無
し。

予

少
き
時

友
人
の
楽

た

お
も

な
ぞ
ら

天、

李
公
垂
の
輩
と、

是
れ
当
為
り
と
謂
い、

遂
に
復
た
擬
え
て

古
題
を
賦
さ
ず。

元
積
は、

新
た
な
楽
府
題
に
よ
っ
て
作
品
を
作
ろ
う
と
い
う
杜
甫

の
工
夫
に
着
目
し、

楽
府
史
の
系
譜
上
に
杜
甫
の
「

兵
車
行」

な
ど

を
置
く
だ
け
で
な
く、

こ
れ
ら
の
作
品
が
実
際
の
事
柄
に
則
し
て
作

ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
強
調
し
て
い
る。

元
積
が
こ
の

よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
は、

や
は
り、

杜
甫
の
楽
府
に
は、

唐
代

の
現
実
を
反
映
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
か
ら

に
違
い
な
い。

元
稲
の
い
う
よ
う
に、

伝
統
的
な
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
新
た
な
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
思
い
が
「

兵

車
行」

と
い
う、

杜
甫
自
身
が
命
名
し
た
題
目
に
表
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と、

新
た
な
表
現
を
切
り
開

こ
う
と
し
た
杜
甫
の
創
意
工
夫
の
一
端
が、
「

耶
娘
妻
子」

に
も
表

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

一
九
八
三
年 。

以
下
特

「
兵

に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
六
朝
以
前
の
詩
は
当
該
書
に
よ
り 、
『

全
某

詩』
と
時
代
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る。

(
2)

以
下
に
該
当
す
る
例
の一
聯
と
詩
題
を
あ
げ
て
お
く 。
「

妻
子
山

中
哭
向
天 、

須
公
梱
上
追
風
磨」
（「
徒
歩
帰
行」
『

詳
注』

巻
五）
．

「
経
年
至
茅
屋 、

妻
子
衣
百
結」
（「
北
征」
『

詳
注』

巻
五）
・
「

笑
為

妻
子
累 、

甘
与
歳
時
遷」」
（「
寄
岳
州
買
司
馬
六
丈
巴
州
厳
八
使
君

両
閣
老
五
十
韻」
『

詳
注』

巻
八）
・
「

歎
息
謂
妻
子 、

我
何
瞳
汝
曹」

（「
飛
仙
閣」
『

詳
注』

巻
九）
・
「

郁
看
妻
子
愁
何
在 、

漫
捲
詩
書
喜

欲
狂」
（「
聞
官
軍
収
河
南
河
北」
『

詳
注』

巻―
-
）
・
「

群
盗
相
隋

劇
虎
狼 、

食
人
更
肯
留
妻
子」
（「
三
絶
旬
・

其一
」
『

詳
注』

巻一

四）・
「

妻
子
亦
何
人 、

丹
砂
負
前
諾」
（「
昔
遊」
『

詳
注』
巻
二
O)·

「
未
能
割
妻
子 、

卜
宅
近
前
峰」
（「
謁
真
諦
寺
禅
師」
『

詳
注』

巻
二

0) 。

(
3)

例
え
ば
拙
稿
「

杜
詩
に
お
け
る
「

喫」
に
つ
い
て」
（『
杜
詩
教
材

研
究
論
叢』
三
号 、

二
0―
二
年）

は、

杜
詩
に
お
い
て
「

食」
と

「
喫」

が
区
別
さ
れ 、

白
話
的
「

喫」

が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
す
る。

(
4)
『

太
平
御
覧』

巻
四
八
三
に
引
く
「

怨
瞭
思
惟
歌」
（『
全
漢
詩』

巻―
-
）

の
末
尾
に
「

父
母
妻
子 、

道
理
悠
長 。

嗚
呼
哀
哉 、

憂
心

側
傷」
と
み
え
る
が 、
『

芸
文
類
緊』
巻
三
0
な
ど
は
「

父
母
妻
子」

を
「

父
分
母
分」
に
作
る。

な
お、

杜
甫
よ
り
後
の
も
の
で
は
あ
る

が 、
「

耶
娘
妻
子」
と
語
の
構
成
が
共
通
し
て
い
る
例
と
し
て
白
居

易
「

長
恨
歌」
（『
全
唐
詩』

巻
四
三
五）
の
「

姉
妹
兄
弟
皆
列
士 、

可
憐
光
彩
生
門
戸」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
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（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校）

(
5)

杜
詩
の
「

東
西
南
北」
に
つ
い
て
は 、

向
島
成
美
「

東
西
南
北
の

人」
（『
漢
詩
の
こ
と
ば』

大
修
館
書
店 、
一
九
九
八
年） 、

後
藤
秋

正
「「

東
西
南
北
の
人
に
つ
い
て」

杜
甫
と
高
適
の
酬
和
詩
を
中
心

と
し
て」
（『
東
西
南
北
の
人

杜
甫
の
詩
と
詩
語』

研
文
出
版 、

ニ

0-
―
年）
に
言
及
が
あ
る。

(
6)

小
野
忍
／
小
山
正
孝
『

唐
代
詩
集』
（
上）
（
平
凡
社 、
一
九
六
九

年）
は
「

父
も
母
も
妻
も
子
も」
と
訳
し 、

黒
川
洋一
『

杜
甫
詩
選』

（
岩
波
文
庫 、
一
九
九一
年）

は
「

お
と
っ
つ
あ
ん
も
お
っ
か
さ
ん

も
妻
も
子
も」
と
訳
し
て
い
る。

(
7)

英
語
訳
で
い
え
ば 、

例
え
ば
Du
Fu
 A
 life
 in
 poet
ry

 by
 David
 

You
n
g ,
Al
fred
 A
 Knopf
 2
0
08
は ご"parents ,
 
wives ,
a
n
d
 

children"
と
訳
し
て
い
る。

現
代
中
国
語
訳
で
は 、

梁
緊
江
『

杜
甫

詩
選』
（
三
聯
書
店 、
一
九
八
五
年）

の
耶
嬢
二
旬
の
注
に
「

落
嬢

妻
兒
走
着
相
送」
と
み
え
る。
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